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本研究の第1の目的は、棚田の開発過程を明らかにすることである。さらに、棚田と災害との関
係を検討することが第2の目的である。棚田は歴史的文化的な景観であり、多くの研究分野が興味
をもってきた。景観には人間活動と自然環境との歴史的な相互関係が隠されている。棚田景観もま
たそのような景観の一つである。棚田が分布するような山間地では、山崩れ、土石流、渓流洪水な
どが起っており、本研究は棚田の開発過程とこのような災害による自然環境の変化との関係を検討
した。

本研究は、特に日本の明治時代から、第2次世界大戦までを取り上げた。また対象地域は、近畿
地方と中国地方にかけての山間部である。分析には土地台帳と地籍図を用い、また明治以降の統計
資料を利用して対象地域の社会経済的状況を明らかにした。一方、より詳細な経済活動を聞き取り
調査から得た。森林荒廃・水害の実態は、行政文書で明らかにした。

その結果、棚田の分布する集落では、下層農家や小作は棚田を開発しつつ、放牧や林業で生計を
得ていた。近代における棚田の開発・維持は下層農家や小作にとっての自立を意味していた。ま
た、棚田面積が増加するなかで、農家は伝統的に稲作と林業を複合して生計を立てていたのであ
る。これが、棚田を有する集落における生計の実態であった。ただし、過度の伐採によって、棚田
の分布する集落の森林は荒廃していた。それに対し、棚田は森林環境によいものであった。棚田の
開発が森林荒廃を食い止めていたのである。一方、棚田を開発・維持し、棚田と低地の水田を所有
することで、水害による被害が軽減されていた人々もいた。

近代では棚田を開発・維持することが災害による被害を軽減していた。こうして人々は災害に適
応していたのである。既存の研究でも、棚田（水田）開発と災害との関係が指摘されていた。人々
の災害への適応を示唆する研究者もいたなかで、それを具体的に提示したことにも本研究の意義が
ある。


